
令和７年７月中における交通事故の発生状況と特徴点

⾧崎県内における令和７年７月末現在における交通事故の発生状況が県警か
ら発表されましたが、７月中は交通事故が多発傾向にありました。

７月末現在における交通事故の発生状況は、全てが増加に転
じました。

１ 交通事故の発生件数、死者数、負傷者数が、いずれも６月中に比べて増加

発生件数２３４件（＋５６件） ６月中＝１７８件
死 者 数 ２人（＋ ２人） ６月中＝ ０人
負傷者数２９７人（＋８８人） ６月中＝２０９人

２ 高齢者が関係する交通事故は９０件で、６月中と比べると１１件増加している。
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前月（６月中）との比較

交通事故の特徴

前年同期比令和７年７月中

＋５０件２３４件発生件数

＋１人２人死 者 数

＋７２人２９７人負傷者数

前年同期比令和７年７月末

＋３３件１，３８６件発生件数

＋２人１５人死 者 数

＋４９人１，７１４人負傷者数

１ 昼間の市街地における交通事故が多発
２ 車両相互の交通事故事故が多発
３ 直線・カーブにおける事故が多発
４ 高齢者の運転中における交通事故が多発

死亡事故の特徴

１ 亡くなられた２名は「こどもと高齢者」
２ 高齢者は運転中の単独事故


